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［表 紙］ 相 模 原 の 風 景

　江戸時代、手に入らなかった高価な
雛人形の代りに、手作りの小さな人形
を持ち寄って吊るしたのが始まり。
相模湖、藤野、上野原市で『衣食住に
困らないように』と桃の節句に飾ったつ
るし雛が、多種多様の雛人形と共に小
原の郷に丁寧に保存されています。

撮影地／緑区小原の郷  撮影／松田廣司
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歳にして経営者になる道を選びました。
「当時は1日20時間ぐらいガムシャラに働いてい
ました。若者が必死でがんばっていたから、周りが助
けてくれたんだと思います」と市川さん。夢中で仕事
をする日々 でしたが、創業から間もなく取引先のひと
つが倒産するというピンチに遭遇します。何百万円
という損失を前に落ち込みましたが、救いとなったの
は家族の一言でした。「結婚したばかりだった妻に
『いつまでクヨクヨしているの！』と言われ、目が覚め
ました」と振り返ります。

休日は「普通のお父さん」
創業から3年ほどが経った頃には、現場の作業を従

業員に任せて経営に専念できる体制になりました。地
元の経営者と親交を深めることも大事だと考え、法人
会に加入。法人会館のLED化工事を担当するなど、
事業を通じて法人会の活動に貢献しています。
休日は、家族と過ごす時間を大切にしています。「み

んなで買い物に出掛けたり、娘とカラオケに行ったり、
息子と野球やサッカーをしたり。普通のお父さんです
ね」と市川さん。経営者として、家庭人として、充実した
日々 を送っています。

市
川

雄
士
さん

どんな仕事も、基本は「断らない」
一般住宅の配線から公共事業まで、さまざまな電

気設備工事に対応している市川電設。相模原市中
央区の本社に加え、東京都・千葉県にも複数の拠点
を構えています。2024年3月にはM&Aによって株式
会社東北鈴木（福島県石川郡）をグループ企業化
し、さらに規模を拡大。業績を順調に伸ばしています。
モットーは「諦めない、やり切る、断らない」。2025
年度は市川電設のみで10億円、グループ企業を含
めて20億円という売り上げ目標を掲げています。

父の会社から独立し、25歳で起業
専門学校を卒業後、父が社長を務める会社に入

社し、働き始めた市川さん。朝6時に起床し、帰宅は
夜中2時過ぎというハードな毎日を送っていました
が、ある時、会社が債務超過に陥っていると知りま
す。「社員はみんな一生懸命働いているのに、どうし
てだろう」と担当税理士に疑問をぶつけたところ、社
長である父の役員報酬がかなり高額であることがわ
かりました。「経営者が変わらない限り、この会社に
未来はない」と父に事業継承を提案しましたが、合
意に至らなかったため「自分で会社をつくろう」と25

25歳で経営者に。モットーは
      「諦めない、やりきる」

●
株
式
会
社
市
川
電
設
代
表
取
締
役

小山清新
地区

市川雄士さんが2008年に25歳で起業し、年商15億と大きく成長している市川電設。
配線工事や電気通信機器の設置など、電気設備に関する工事に幅広く対応していま
す。起業の経緯や今後の目標について、お話を伺いました。

ICHIKAWA
YUJI

法人会を支える
ひと
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命を救う切り札でありたい!!

救急車を呼ぶか迷ったときは…

かながわ救急相談センター
携帯電話・スマートフォンからは #7119

℡ 045-232-7119 ℡ 045-523-7119

を利用してください。

固定電話からは 直通番号
または

※市外局番が「042」地域の固定電話から#7119 にかけると、
　東京消防庁救急相談センターに繋がります。

市ホームページ
【急病について】

※夜間におけるお子さんの体調急変等についての電話相談窓口です。
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救急出場件数とその内訳

　救急出場件数は、増加傾向にあり令和 6年中の件数は 44,339 件 ( 前年比 643 件増 )、搬送人員は、37,245 人 ( 前年比
1,355 人増 ) で、共に過去最多を更新しました。救急出場の事故種別では、「急病」が 30,329 件で最も多く、「一般負傷」
6,279 件」、「転院搬送」3,054 件、「交通事故」2,322 件と続いています。軽症者の搬送人員は、18,922 人で、全体の搬送
人員の 50.8％となっており半数以上を占めています。また、65歳以上の高齢者の搬送人員は、21,806 人で、全体の搬送
人員の 58.5％と高い割合となっています。市内で 1日に約 121 件、約 12分に 1回救急隊が出場し、市民の約 16人に 1
人が救急車を要請、市民の約 19人に 1人が搬送されたことになります。

過去５年間救急出場件数及び搬送人員の推移 【相模原市の救急隊数　２０隊】
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救急車の適正利用

救急出場件数は、年々増加傾向にあります。その半数は、入院を要さない軽症の方です。
命を救う切り札でありたい！！救える命を救うために、皆様のご理解とご協力をお願いします。



　令和６年１１月７日（木）～１１
月８日（金）の日程で第38回法人会
全国青年の集い福井大会が開催さ
れ、相模原法人会青年部会から１６
名、ＯＢ並びにご家族を含め計２１
人が参加しました。
　会場は、コートヤード・バイ・マリ
オット福井、サンドーム福井、フェ
ニックスプラザの３会場で行われ
ました。
今大会は東京局連の代表として

私達相模原法人会の『租税教育活
動プレゼンテーション』を行いま
した。
　歴代部会長を始め、相模原法人会
青年部会の先輩方が作ってきた、
『ワクワク！！税金体操第一』並び
に税金の妖精、当部会オリジナル
キャラクター『ねぐちゃん』のプレ
ゼンテーションを全国の方へ向け
て行いました。
　最優秀賞に選ばれたのは、立川法
人会が発表した『新立川モデル』。租
税教室授業の記憶を定着化させるア
イテムとして１万円札の大きさのメ
モ用紙「１００万円メモ」を児童にプ

レゼントし、メモの表紙に表示した
QRコードから、租税教室の動画や税
金に関するクイズ、各税目をそれぞれ
関連する職業の部会員が解説した動
画などを配信。 『覚える』から『忘れな
い』モデルへの発展という取り組みの
発表でした。
　部会員同士懇親を深め、更に絆を
深める事が出来た大会となりました。

青年部会長　井上　康誠

　２年目に入りました健康経営委
員会は実践の年と考え、第１回目と
して「第１回チキチキ！委員会対抗
サマーウォーキングキャンペーン」
を開催いたしました。
大同生命のアプリ「KENCO  

SUPPORT PROGRAM」を使い、
６つの委員会と部会長チームの
７チーム対抗で８月の一週間の
平均歩数で対決をするといった
ものです。
　皆さまアプリの登録に苦戦しな
がら、また普段から歩いている方も

歩かない方も楽しみながら歩いて
いただけました。
表彰式は８月２０日（火）に行い結
果は
優勝：地域社会貢献委員会
　　 （平均歩数：１０８３８歩
　　  賞　　品：特茶２ケース）
準優勝：部会長チーム
　　 （賞品：特茶１ケース）
でした。

　最下位チームの委員長には、運動
不足を解消していただくため、
AKIRA～budo school～の青木氏指
導のもと、スパーリングをしていた
だきました。
　ぜひ今回の事業を“良い機会”とし
て捉えて、今後も歩くことを意識し
ていただけたらと思います。

健康経営副委員長　　平田　徹

第64号
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下半期の事業報告

租税教育プレゼンテーションにて税金体操の事例発表を行う

第38回法人会 全国青年の集い 福井大会



　令和６年９月１７日、親会の税制
委員会と合同で経済アナリストで
ある森永康平氏を招聘し「日本政府
のウソを暴け！～情報社会でホン
トの経済情報を見抜くには～」と題
して講演会を開催いたしました。
　当日は多くの一般市民も来場し、
会場は満員の中で行われました。日

頃からテレビやラジオで活躍され
ている方の講演という事で、早くか
ら来場されている市民も多く、法人
会創立５０周年記念の講演に相応
しい会であったと思います。
　内容としましては、森永氏より日
本政府のウソを暴くというよりも、
いかにこの国が経済政策に対して

失敗を重ねて来たのかという話か
ら始まりました。日頃、政府やメ
ディア、財務省の唱える緊縮財政や
財政健全化がいかに的外れで国民
の生活を顧みない政策であること
が多くのデータやグラフと共に解
説して頂けました。
　森永氏のお話を通して、政府やメ
ディアでの一方的な経済ニュース
に妄信する事なく、しっかりと自分
の知識をアップデートさせて読み
解いていく姿勢が必要であると感
じる講演会でした。

経営研修委員　小山　龍次

　昨年１１月１４日に相模原市内
の青年団体で構成される「ＳＳ会」
が開催されました。コロナ禍を経て
２年連続の開催となり、今年度もゴ
ルフコンペと交流会を行いました。
　相模原商工会議所青年部から１
０名、城山商工会青年部から１名、
津久井商工会青年部から４名、藤野
商工会青年部から２名、そして相模
原法人会青年部会から１５名が参
加しました。ゴルフコンペは神奈川
カントリークラブで行い、その後会
場を「ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ　ＣＬ
ＩＮＫ」に移し交流会を行いまし
た。ゴルフ・交流会ともに盛況を呈
し、他団体と親睦を図る貴重な機会
となりました。

　次年度以降も継続して開催して
いくことで更なる親交を深めてい
ければと考えています。

交流委員長　安藤　佑弥

税制委員会との合同講演会
経済政策の失敗を暴く！経済政策の失敗を暴く！経済政策の失敗を暴く！

市内青年団体との交流会へ参加市内青年団体との交流会へ参加



RIZAPメソッドを学ぶ!!RIZAPメソッドを学ぶ!!RIZAPメソッドを学ぶ!!
今！話題の！今！話題の！

　令和６年１１月１７日（日）、つく
い湖湖上祭が開催され、地域社会貢
献委員会は今年も子どもたちに向
けた租税教育活動を実施しました。
このイベントでは、「税金クイズ」や
「一億円の重さ体験」、当部会オリジ
ナルキャラクター「ねぐちゃん」を
デザインしたうまい棒の配布、「タ
イヤボウリング」など、楽しみなが

ら税金の大切さを学べる企
画を用意いたしました。
　また、ステージイベントでは「ワク
ワク！！税金体操第一」を披露し、多
くの観客が参加しながら税金につい
て理解を深めました。特に「一億円の
重さ体験」や「税金クイズ」は大勢の
方々にご参加いただき、大変な盛り
上がりを見せました。

　わたしたちは活動を通して、未来
を担う子どもたちに税金の重要性
を伝えるだけでなく今後も、地域の
皆さまとともに税の知識を広める
活動を続けてまいります。

副部会長　網野　通

　令和７年１月２１日に交流事業
として「青年部会新年会」を行いま
した。今年度は中央区での開催とな
り、さがみ夢大通り商店会の「中華
名菜　敦煌」様をお借りして、３８
名の部会員が参加しました。
　始めに井上康誠青年部会長より
新年の挨拶があり、今年も青年部会
らしい勢いのある活動をしていこ
うとの抱負が述べられました。

新年会ではアトラクションや青年
部会では恒例行事となっている税
金クイズを実施し、交流もあり、学
びもある会となりました。
　終わりに次期青年部会長予定者
に承認された今岡俊二副部会長よ
り挨拶があり、部会員が一枚岩と
なって仲良く楽しく学ぶ青年部会
を作り上げていきたいとの決意表
明がなされました。
　今回ご参加いただきました皆さ
ま本当に有難うございました。

交流委員長　安藤　佑弥

　令和６年１２月１７日㈫『健康経
営対策研修会』を相模原法人会館に
て開催いたしました。

　今回はＣＭでおなじみのＲＩＺ
ＡＰ様を講師としてお迎えをして
「食事・運動・メンタルサポート」を

軸とするＲＩＺＡＰメソッドと、目
的に向かって進み続けるための「習
慣化」と「継続性」を根付かせるため
のＲＩＺＡＰ独自のノウハウをご
教授いただきました。
　座学だけではなく、トレーナーに
ご指導いただきながら実際に体を
動かすことで新たな気づきを得る
こともでき、今までとは違う健康経
営に取組む新しいバリエーション
の１つとしてご参加いただいた皆
様にはお持ち帰りいただけたので
はと思います。
　ご参加いただきました皆様、あり
がとうございました。

健康経営委員長　沖　安子

地域社会貢献委員会が今年も
子どもたちに向けた租税教育活動を展開

「税金を楽しく学ぼう！」

つくい湖湖上祭で
　　　租税教育活動を実施



新税務署長による講演会を開催新税務署長による講演会を開催新税務署長による講演会を開催

2年間の健康経営活動をプレゼン！

経営研修会を開催！

中小企業の今を考える！
経営研修会を開催！

中小企業の今を考える！
　令和７年２月８日、(株)ワイエム
ジーソフト・(株)ニッコンデータ
サービス代表取締役である軍司敦
氏を講師にお迎えし「中小企業の
今を考える！」と題して中小企業
が今後、会社を伸ばしていくため
に必要な事は？他の会社との差別
化を図る為にはどうしたらいいの
か等についての研修会を開催いた
しました。

　軍司氏の経験を基にした講演
は、会社を発展させる為には自社
の強み・弱みを知ること、一緒に働
いてくれる社員は宝！など、人と
して、会社として、経営者として、
自分はどこまで実践できているの
か、本当に理解できているのかを
深く考えさせられる機会となりま
した。
　皆さまには何か「気づき」があり

ましたでしょうか？
　ご参加いただき誠にありがとう
ございました。

経営研修委員長　神谷　清香

令和６年７月１０日に相模原税務
署長に新しく着任されました、加々
美署長に１０月２１日相模原法人会

館にて講演をしていただきました。
　今回のテーマは「国税当局の取
り組み（国税よもやま話）」です。
　加々美署長は昭和６０年に税
務署に入られ、東京国税局の調査
課、査察課、総務部などを経て、東
京国税局総務部総務課長を歴任
され、相模原税務署長となられま
した。前任の署長も査察課出身で
したので、今回は査察時のエピ
ソード話は少しだけにして、税務
署の歴史を明治のころから紐解
いてのお話をしていただきまし

た。意外と知らなかった相模原税
務署が誕生するまでの税務署の
編成話や国内で同じ地名の場所
に税務署が作られた時の名称の
付け方など、興味深い話をしてい
ただきました。
　講演後、女性部会主催の懇親会
があり、随行していた税務職員と
参加していた部会員と大いに懇
親を深める事が出来ました。

ワクワク‼税金体操第一普及委員長
義澤　彰

女性部会との合同事業

令和６年９月２７日県連青年部
会連絡協議会「情報交換会」がホテ
ルプラム（横浜市西区）で開催され
ました。
当日は１８単会より健康経営事

例発表と称しプレゼンテーション
大会が行われ、相模原法人会青年部
会として、これまでの「健康経営」の
取り組みについて、さらに今後の事
業計画について発表をさせていた
だきました。結果として残念ながら
受賞とはなりませんでしたが、青年
部会として「健康経営」に取り組ん
だこの２年間の総括として力強く
内外に発信ができたのではないか

と自負しております。
　「健康経営」は企業において今後ま
すます必要不可欠な取り組みとなり
ます。青年部会として、会員企業を始

め多くの企業を応援するべく積極的
に発信支援をして参ります。

副部会長　飯田　美津雄









国税庁 国税庁ホームページ h ps://www.nta.go.jp







川崎市・登戸駅近くにあるマンション
の大規模改修現場を訪ね、改修工
事を担当しているYFサポート株式会
社代表取締役の吹春康成さんにお
話を伺いました。
●マンション周囲に足場が組まれて
います。まさに改修の真っ只中です
ね。YFサポートさんがこの現場の
施工をされているんですか？
●そうです。外壁改修・防水工事・塗
装工事の施工・管理を担当してい
ます。工事前の見積もりから工法・

●正確な工事を行うためには職人の
五感と技が欠かせないんですね。
仕事をする上で、吹春さんが大事
にしていることを教えてください。
●「お客様のことを一番に考えるこ
と」です。お客様というのは、発注
をしてくださるゼネコン様、管理会
社様もそうですし、例えば今回のよ
うにマンションが施工現場の場合
は住民の皆様のことも一番に考え
ます。施工業者として当たり前のこ
とでもありますが、住民様の生活を

材料のご提案まで、一式まるごと請
け負えるのが当社の強みです。
●吹春さんが手に持っている棒は、
何に使うんですか？
●これは打診棒といって、タイルやモ
ルタルなどの浮き・割れなどの不良
箇所を調査するために使います。タ
イルの上をなぞるように転がすと、
音の違いで不具合がわかるんです
よ。建物を自分で見て、聴いて、
触って、どういった改修が必要かを
判断しています。

打診棒で施工を担当しているマンション外壁のタイルを叩き、
反響音によって不具合がないかをチェックしていく。
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・・・太郎 ・・・吹春 康成さんinterview

YFサポート株式会社
上 溝 支 部

「一回きりの人生」だから
     売り上げ倍増を目標に挑戦中



ミングだったので青天の霹靂でした
が、「自分で改修工事ができるよう
になろう」と3社で働いて技術を磨
き、42歳で独立しました。
●念願の起業だったんですね。社名
の「YFサポート」は、吹春さんのお
名前が由来ですか？
●そうです。自分のイニシャルと「お
客様の助けになりたい」という気
持ちを込めて「YFサポート」という
社名にしました。施工が終わった後
に「建物がきれいになってうれしい
」と言っていただくと、お役に立て
たと実感します。最近は、過去に工
事を行った建物で二度目の工事の
依頼を請けることも増えてます。
●来年で創業10年、順調に業績を
伸ばしているんですね。
●2024年は年間70～80件ほどの
現場を任せていただきましたが、自
分としてはまだまだだと思っていま
す。
●今後の目標は何ですか？
●今までは2人体制だったのですが、
昨年に社員を2人増やして4人体
制になりました。人員が倍増したの
で、今から2年間で売り上げも2倍
にすることが目標です！
●現場業務だけでなく社長としての
責務もあり、お忙しい毎日だと思い
ますが、座右の銘はありますか？
●「一回きりの人生を、ぶっつけ本番
で生きている」という、民間企業で
ロケット開発に挑んだ植松努さん
の言葉が好きです。
●一回きりの人生、良い言葉です
ね。吹春さんも、何か挑戦中のこと
がありますか。
●YFサポートは、熊本県で移動販
売業もやっているんですよ。私の
故郷の近くは商店が少ないので、
日々の買い物に困っている人が多
いことに気がついたんです。本業
と関連はありませんが、皆さんの
助けになればいいなと考えて、熊
本地震の後にスタートしました。

妨げないように、資材を置く場所を
工夫したり、大きな音が出る作業の
時間帯を調整したりしています。
●細心の注意を払って作業をしてい
るんですね。創業は2016年とのこ
とですが、どのような経緯で起業し

たのでしょうか。
●私は熊本県出身で、高校卒業後に
ゼネコンへの就職をきっかけに関東
地方へやってきたのですが、24歳
のときに勤務先が廃業してしまいま
した。子どもが生まれたばかりのタイ

YFサポート株式会社

●屋上防水工事／施工前・後

●所在地
本  店  神奈川県相模原市中央区
                   上溝4569-20
                    Tel.042-713-3625                                       
町田オフィス   東京都町田市金森
                    2-12-22-203
                    Tel.042-850-8270
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代表取締役。ゼネコン、施工
会社勤務を経て、2016年にY
Ｆサポート株式会社を創業。
趣味のゴルフではスコア80台
を目指す。同居家族は、妻と2
匹の犬（プードルのモカちゃ
ん、チワワのココちゃん）。

安楽亭
相模原九沢橋店

54

九沢橋

葛  輪

YFサポート株式会社

セブンイレブン

吹春 康成さん
ふき  はる　 やす  なり
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情報公開に同意された方のみ掲載しています。

皆様からご協力いただきました使用済み切手は、女性部会から相模原ボランティア協会（あじさい会館内）へ寄贈させて
頂きました。使用済み切手は換金され、ボランティア活動（ハンディキャブ号の運行等）に使用されるとのことです。
タオル類につきましては、市内の老人介護福祉施設へ寄贈させて頂きました。タオル類は常に不足している状態なので
大変喜ばれました。
今回、ご寄与いただきました皆様

へ心から感謝申し上げます。
この活動は引き続き実施させて
いただきますので、今後ともご協力
をお願いいたします。

○タオル、バスタオル類は色・形を問いません。（新品でお願いします）
○使用済切手は、どんな切手でも結構です。（普通切手・記念切手等）
切手と消印（消印は途中で切らずに）の周りを1cmくらい残して、大
きめに切り取ってください。切手の周りのギザギザや切手自体を
切ってしまうと価値がなくなってしまいます。

タオル収集ご協力者（順不同）

切手収集ご協力者（順不同）

イケダエンジニアリング（株）、（株）明輝社、（有）高橋建装、セントラル総合サービス（株）

真田石油販売（株）
菊屋浦上商事（株）
（株）タカチホ産業
三和紙業（株）
イケダエンジニアリング（株）
（株）セレモア相模原本社

（有）加藤設備
（株）櫻内工務店
（株）小山商会
（有）粕谷産業
（株）明輝社
（有）高橋建装

三親工業（株）
鹿嶋工業（株）
（有）長谷川技研
（有）長岡工業所
（株）大清産業

新会員紹介 令和6年12月・令和7年1月

法人名等 業種 代表者氏名 所在地 支部・地区等

株式会社　エス・スタイル

関東設備工事　株式会社

株式会社　アグリパーク相模原

麒麟金属　株式会社

株式会社　ＫＯＨＡＭＡ

ＭＡＲＩＡＮＮＡ

海鮮 Cafe ＆ Bar GRAVEL 

不動産取引業

管工事、水道施設工事

農業（ブルーベリー等）

金属スクラップ買取

内装業

飲食業（ダーツ＆カラオケバー）

飲食、サービス業

西元寺　将大

加 藤 　 眞 吾

松 永 　 茂 樹

林 田 　 純 子

小 濱 　 裕 司

村 宮 　 美 雄

岡 田 　 雄 大

相模原市中央区相模原２－１３－１８　ＭＳビル

相模原市中央区相生４－３－１３

相模原市中央区田名３９９９－１０

相模原市南区麻溝台１－１－１２

相模原市緑区中野１３８０－１８

模原市南区松が枝町２４－１５ パークロード相模原Ⅱ　２F

相模原市中央区清新１－６－１８ やけきビル１階

相模原矢部

中 央 南

田 名

麻 溝 台

津 久 井

賛助会員

賛助会員

引き続きご協力をお願い致します

（有）砂川製作所
（株）笹野ピアノ調律所
（株）文盛堂
小川工業（株）
駒沢化成（株）
（有）大成石油

使用済み切手・新品タオル寄贈のご協力ありがとうございました。



ＴＥＬ.042-755-3027 ＦＡＸ.042-753-3273  
〒252-0236 相模原市中央区富士見6-13-16　
http://www.sagamiharahojinkai.or.jp

公益社団法人 相模原法人会事務局
会議室のご利用・プレゼントのお申込み、
タオル等のご寄付、広告の同封、
本誌に関するお問合せやご感想は
こちらまでお寄せください。
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下記の内容をご記入の上、相模原法人会事務局まで
Faxまたはハガキでお申込みください。

今 す ぐ ハ ガ キ か F A X で ！

会議室ご利用のご案内

 「広報誌はやぶさ」に、
 貴社の広告を同封いたします。

《封入広告》

：

：

：

：

角2封筒に入る大きさ
（A4版、B4・A3版二つ折りまで可）

会員に配布するに相応しい内容であること
発行部数印刷、寸法に合うこと

33,000円（1回）

封入希望発行月より1ヶ月前までにご連絡
ください。

寸 法

内 容

料 金

お申込み

《発行内容》
：

：

3,300部

隔月（5・7・9・11・1・3月）

部 数

発 行 日

会員のみなさまに隔月でお届けしております「はやぶさ」に、
貴社の広告を一緒に封入することができます。
どうぞご利用ください。

法人会館の会議室を
 ご利用いただけます。
会員の方はもちろん、一般の方も会議や研修会等に
ご利用になれます。土日祝祭日のご利用も可能です。

会議室ご利用のご案内

無料
会員料金
 一般料金

◎当会の支部地区等の役員会・研修会
◎会員会社でのご利用
◎会員以外の方のご利用

本誌同封広告のご案内

※使用に際して、物品等の販売及び公序良俗に
　反した内容のご利用はできません。

※予約状況の確認はHPにてご覧いた
だける他、お申込みも可能です。
   右のQRコードをご利用ください。

◎当選発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。  また、ご感想などをご紹介させていただく場合がございます

①希望商品名：「森永康平氏サイン色紙」
 ②郵便番号 ③ご住所 ④法人名 ⑤お名前 ⑥電話番号
⑦「広報誌はやぶさ」に関するご意見、ご感想など

応募締切り 令和7年3月31日（月）

読者プレゼント

経済アナリスト

サイズ：29.7 ㎝×21 ㎝



湘南支社　相模原営業所
神奈川県相模原市中央区富士見6-13-16　相模原法人会館2F
TEL 042-754-9361

厚木支店

TEL 046-225-1272
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